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旦塑 ニ cーx 2+dXIX2dt
(1)
では和Ⅹ1+Ⅹ2は保存されない｡その主な原因は Malthus項 (1次項 )の存在であるOもL
a-C-0,A-a
ならばXl+x2は保存量となる｡例えば





















































































































































































































































れば, 仁 7 曲線を一周する時間,.即ち周
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第5図 E-7曲線｡図中の数字はkの値を示す｡
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第 6図 周期 Tとパラメタkとの関係
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そう.線形近似の基本モー ド(y- 2)に対 してはこの図式は次の様に拡張される｡
hp(i-72/n)- hp.1(i) (fory- 2only) (57)
但 し72は基本周期である｡しかし第 1上音モー ド(〟- 3)に対 してはこの図式が成立せず,
代 りに
hp(i-2T3/a)- hp.1(i) (fory-3only) (58)
となる｡従って基本及び第 1上音モー ドが重っている場合,各人口の時間的変動が T2/nずれ
るとは言えないのである｡ 線形近似の成立たない領域では基本モー ドにおける正弦関数 を超越
関数でおき代えた1つの解が存在することは予想されるが,詳細は不明である｡
§6 結論
質量を保存する3種族 Volterra系の人口Xl,x2,竃 の変動 を調べた｡ある平面上に3
種族 を代表する点A,B,Cをとると,点 (Xl,x2,X,)は時間の経過 と共に平面ABC上の
閉曲線を画き,この曲線は三角形ABC内にあって重心を囲む｡この重心は人口が変化しない
定常状態を表す｡各個体の質量 m1,m2,m3が等 しい場合三角形ABCは正三角形とな り,Xl,
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x2･X3 の時間的変動はPe関数の有理式で表され,各人口は周期の3分の1ずつずれて変化
するo又人口変動の振幅が大きくなる程周期は長くなる｡ ml,m2,m3が等しくない場合三角
形ABCは正三角形でなくなるが,上の結論は定性的には変らない｡本稿では単純な仮定 -
3種族間の巡回的 Feedback(三すくみ)- をおいた｡自然界は勿論これ程単純でない｡即
ち草食動物は一部分が肉食動物に捕食されるが,他の一部は自然死して草の肥料となる｡ 又生
きている動物の排湛物も草の肥料となる｡しかしこれらの検討は今後の課題としたい｡
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